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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パウダーを貯蔵する容器本体と、
　前記容器本体の上部に位置し、前記容器本体に貯蔵したパウダーを外部に吐出するよう
にポンピング動作を実行し、パウダーが移動する通路を形成する内部ハウジング、及び、
前記内部ハウジングを包んで形成され、外部空気を貯蔵する外部ハウジングを含むハウジ
ングと、内部ボタンの下部に結合し、前記内部ボタンの上下移動によって一緒に動くステ
ムと、前記ステムの内側に結合し、パウダー移動ホールが形成されるピストンロッドと、
前記ピストンロッドの下部外周面を包んで結合し、前記内部ハウジングの内壁に沿って昇
降し、前記パウダー移動ホールを開閉するシールキャップと、前記ステムが上方向に移動
するように弾性力を提供するスプリングと、前記ステムの下部に結合し、前記ステムの昇
降移動によって、前記外部ハウジングの内壁に沿って昇降し、外部ハウジング内部の圧力
を変化させ、前記外部ハウジングに流入した空気を前記内部ハウジングに移動させるピス
トンを含むパウダーポンプと、そして、
　前記パウダーポンプの上部に結合し、ユーザーの操作によって圧力を前記パウダーポン
プに伝達してポンピング動作を誘導し、一方向にパウダーが吐出するように吐出ホールが
形成される前記内部ボタンと、を含み、
　前記内部ボタンの加圧によって、前記外部ハウジングから前記内部ハウジングに移動す
る空気の圧力によって、前記内部ハウジングに流入したパウダーを、前記吐出ホールを介
して噴射するように構成されることを特徴とするパウダー吐出容器。
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【請求項２】
　前記ピストンには、外部空気が前記外部ハウジングに流入することができるように少な
くとも一つ以上の空気流入ホールが形成されることを特徴とする請求項1に記載のパウダ
ー吐出容器。
【請求項３】
　前記外部ハウジングの下面には、前記空気流入ホールを介して、前記外部ハウジングの
内部に流入した空気が前記内部ハウジングに移動することができるように少なくとも一つ
以上の空気移動ホールが形成されることを特徴とする請求項2に記載のパウダー吐出容器
。
【請求項４】
　前記パウダーポンプは、前記外部ハウジングの内部に流入する空気の移動を断続するよ
うに、前記空気流入ホールを開閉するピストンエアバルブをさらに含むことを特徴とする
請求項2に記載のパウダー吐出容器。
【請求項５】
　前記パウダーポンプは、前記外部ハウジングに流入した空気が内部ハウジングに移動す
ることを断続するように、前記空気移動ホールを開閉するハウジングエアバルブをさらに
含むことを特徴とする請求項3に記載のパウダー吐出容器。
【請求項６】
　前記パウダーポンプは前記ハウジングの下部に結合し、前記ハウジングエアバルブを支
持するバルブ支持体をさらに含み、前記バルブ支持体は、前記外部ハウジングに存在する
空気が前記空気移動ホールを介して、前記内部ハウジングに移動することができるように
、空気の移動を案内する空気移動溝が形成されることを特徴とする請求項5に記載のパウ
ダー吐出容器。
【請求項７】
　前記ハウジングエアバルブは、
　前記バルブ支持体に停止する停止突起と、前記外部ハウジング内部の圧力変化によって
、前記空気移動ホールを開閉する第2開閉板と、前記内部ハウジングの外周面に密着形成
され、前記内部ハウジングに空気が移動することを遮断し、前記空気移動ホールを介して
空気が移動する過程で、圧力によって前記内部ハウジングの外周面から離間され、前記空
気移動ホールと前記空気移動溝を連通させるシーリング管を含むことを特徴とする請求項
6に記載のパウダー吐出容器。
【請求項８】
　前記内部ボタンを包んで回転可能に結合し、前記内部ボタンの吐出ホールと連通するよ
う吐出口を具備する外部ボタンをさらに含み、前記外部ボタンは、一方向に回転する時に
は、前記吐出口が前記内部ボタンの吐出ホールと連通してパウダーの吐出をできるように
し、他方向に回転する時には、前記吐出口が前記内部ボタンの吐出ホールとずれてパウダ
ーの吐出を遮断するように構成されることを特徴とする請求項1に記載のパウダー吐出容
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パウダー吐出容器に関し、より詳細には、ボタンを加圧する時に外部ハウジ
ングの内壁に密着し形成されたピストンが下降することにより、外部ハウジング内に位置
する空気が内部ハウジングに移動し、内部ハウジングに流入するパウダーを吐出するよう
に構成されることにより、容器本体に貯蔵するパウダーの量と無関係に常に一定にパウダ
ーを吐出することができるパウダー吐出容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、パウダーは、肌に塗る時に、使用感が良く、水に強い撥水性を持っており、
化粧する時に爽やかさを感じることはもちろん、化粧した状態が自然で女性が色調化粧す
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る時に多く使用する。
【０００３】
　前記のようなパウダー吐出容器が大韓民国登録特許第10-1378719号（以下、「特許文献
1」とする。）に開示されている。
【０００４】
　前記特許文献1を参照すると、パウダーを貯蔵する容器本体と、
　前記容器本体の上部に位置して、ユーザーの加圧可否によって、昇降し、一方向にパウ
ダーを吐出するように吐出ホールが形成されるボタン部と、
　前記ボタン部の下部に結合し、ボタン部の移動によって一緒に移動し、内側にパウダー
が移動するパウダー移動通路と空気が移動する空気移動通路が分割し形成されるステムと
、を含み、
　前記ボタン部の加圧によって、前記容器本体内部の圧力が変化し、前記パウダーの移動
通路と空気移動通路を介してパウダーと空気がそれぞれ前記ステムの内部に移動して、パ
ウダーが空気の圧力により、前記吐出ホールを介して噴射するように構成されることが特
徴である。
【０００５】
　前記のような構成で成された従来のパウダー吐出容器は、ボタン部を加圧する時にステ
ムの下部に結合したピストンによって、容器本体内部の圧力が変化されることにより、ス
テムの内側に分割し形成された空気移動通路とパウダー移動通路に空気とパウダーがそれ
ぞれ移動し、パウダーの吐出が行われるよう構成されるものとして、ステムの下部に結合
したピストンが延長部の内周面に密着した状態で下降することにより、容器本体内部の圧
力を変化させ、パウダーを吐出するように構成されることにより、容器本体内部のパウダ
ーの量が減るほど、吐出量の変化が発生して、ユーザーに使用上の不便さをもたらすとい
う問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上述した問題点を解決するために、考案されたもので、本発明の目的は、ボ
タンを加圧する時に外部ハウジングの内壁に密着し形成されたピストンが下降することに
より、外部ハウジング内に位置する空気が内部ハウジングに移動し、内部ハウジングに流
入するパウダーを吐出するように構成されることにより、容器本体に貯蔵するパウダーの
量と無関係に常に一定にパウダーを吐出することができるパウダー吐出容器を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記のような問題点を解決するために、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容
器は、パウダーを貯蔵する容器本体と、
　前記容器本体の上部に位置し、前記容器本体に貯蔵したパウダーを外部に吐出するよう
にポンピング動作を実行し、パウダーが移動する通路を形成する内部ハウジング、及び、
前記内部ハウジングを包んで形成され、外部空気を貯蔵する外部ハウジングを含むハウジ
ングと、
　内部ボタンの下部に結合し、内部のボタンの上下移動によって一緒に動くステムと、
　前記ステムの内側に結合し、パウダー移動ホールが形成されるピストンロッドと、
　前記ピストンロッドの下部外周面を包んで結合し、前記内部ハウジングの内壁に沿って
昇降し、前記パウダー移動ホールを開閉するシールキャップと、
　前記ステムが上方向に移動するように弾性力を提供するスプリングと、前記ステムの下
部に結合し、ステムの昇降移動によって、前記外部ハウジングの内壁に沿って昇降し、外
部ハウジング内部の圧力を変化させ、外部ハウジングに流入した空気を内部ハウジングに
移動させるピストンを含むパウダーポンプと、そして、
　前記パウダーポンプの上部に結合し、ユーザーの操作による圧力を前記パウダーポンプ
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に伝達してポンピング動作を誘導し、一方向にパウダーが吐出するように吐出ホールが形
成される内部ボタンと、を含み、
　前記内部ボタンの加圧によって、前記外部ハウジングから前記内部ハウジングに移動す
る空気の圧力によって、前記内部ハウジングに流入したパウダーが、前記吐出ホールを介
して噴射するように構成されることを特徴とする。
【０００８】
　また、前記ピストンに外部空気が前記外部ハウジングに流入することができるように少
なくとも一つ以上の空気流入ホールが形成されることを特徴とする。
【０００９】
　また、前記外部ハウジングの下面には、前記空気流入ホールを介して前記外部ハウジン
グの内部に流入した空気が前記内部ハウジングに移動することができるように少なくとも
一つ以上の空気移動ホールが形成されることを特徴とする。
【００１０】
　また、前記パウダーポンプは、前記外部ハウジングの内部に流入する空気の移動を断続
するように、前記空気流入ホールを開閉するピストンエアバルブをさらに含むことを特徴
とする。
【００１１】
　また、前記パウダーポンプは、前記外部ハウジングに流入した空気が内部ハウジングに
移動することを断続するように、前記空気移動ホールを開閉するハウジングエアバルブを
さらに含むことを特徴とする。
【００１２】
　また、前記パウダーポンプは、前記ハウジングの下部に結合し、前記ハウジングエアバ
ルブを支持するバルブ支持体をさらに含み、前記バルブ支持体は、前記外部ハウジングに
存在する空気が前記空気移動ホールを介して、前記内部ハウジングに移動することができ
るように、空気の移動を案内する空気の移動溝が形成されることを特徴とする。
【００１３】
　また、前記ハウジングエアバルブは、前記バルブ支持体に停止される停止突起と、前記
外部ハウジング内部の圧力変化によって、前記空気移動ホールを開閉する第2開閉板と、
前記内部ハウジングの外周面に密着し形成されて、前記内部ハウジングに空気が移動する
ことを遮断し、前記空気移動ホールを介して空気が移動する過程で、圧力によって前記内
部ハウジングの外周面から離間され、前記空気移動ホールと空気の移動溝を連通させるシ
ーリング管を含むことを特徴とする。
【００１４】
　また、前記内部ボタンを包んで回転可能に結合し、前記内部ボタンの吐出ホールと連通
するよう吐出口を具備する外部ボタンをさらに含み、前記外部ボタンは、一方向に回転す
る時には、前記吐出口が内部ボタンの吐出ホールと連通してパウダーの吐出を可能にし、
他方向に回転する時には、前記吐出口が内部ボタンの吐出ホールとずれて、パウダーの吐
出を遮断するように構成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　以上のように、本発明によれば、ボタンを加圧する時に外部ハウジングの内壁に密着し
形成されたピストンが下降することにより、外部ハウジング内に位置する空気が内部ハウ
ジングに移動し、内部ハウジングに流入するパウダーを吐出するように構成されることに
より、容器本体に貯蔵するパウダーの量と無関係に常に一定にパウダーを吐出することが
できるという長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の構成を示す分解斜視図である
。
【図２】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の構成を示す組立斜視図である



(5) JP 6919071 B2 2021.8.11

10

20

30

40

50

。
【図３】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の構成を示す組立断面図である
。
【図４】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器のパウダーポンプを示す断面図
である。
【図５】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器のバルブ支持体の構成を示す説
明図である。
【図６】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の外部ボタンの回転による施錠
構造を示す説明図である。
【図７】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の動作状態を示す状態図である
。
【図８】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の動作状態を示す状態図である
。
【図９】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の動作状態を示す状態図である
。
【図１０】本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の動作状態を示す状態図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明を詳細に説明する。各図面に提示された同一の参照符号は
、同一の部材を示す。
【００１８】
　図1は、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の構成を示す分解斜視図であ
り、図2は、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の構成を示す組立斜視図で
あり、図3は、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の構成を示す組立断面図
である。
【００１９】
　図4は、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器のパウダーポンプの構成を示
す断面図であり、図5は、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器のバルブ支持
体の構成を示す説明図であり、図6は、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器
の外部ボタンの回転による施錠構造を示す説明図である。
【００２０】
　図1～6を参照すると、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器は、容器本体（
100）、パウダーポンプ（200）、内部ボタン（300）を含む。
【００２１】
　前記容器本体（100）は、粉末形態のパウダーを貯蔵するものとして、上部には貯蔵し
たパウダーを排出することができるように排出部（110）を具備し、排出部（110）の上段
には、パウダーポンプ（200）と排出部（110）の間の空間を介して、パウダー（P）を流
出することを防止するようにOリング（R）が設置されることが好ましい。
【００２２】
　一方、前記容器本体（100）の上部には、パウダーポンプ（200）が容器本体（100）の
上部に固定し設置されることができるように固定体（500）を結合し、固定体（500）の外
側には、内部ボタン（300）、及び、外部ボタン（400）の垂直移動をガイドする装飾部（
600）を結合する。
【００２３】
　また、前記装飾部（600）には、内部ボタン（300）、及び、外部ボタン（400）の誤作
動を防止し、吐出口（410）を介して異物が流入することを遮断するように、内部ボタン
（300）、及び、外部ボタン（400）を包むオーバーキャップ（700）を着脱可能に結合す
る。
【００２４】
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　前記パウダーポンプ（200）は、前記容器本体（100）の上部に位置し、前記容器本体（
100）に貯蔵したパウダー（P）を外部に吐出するように、ポンピング動作を遂行するもの
として、ハウジング（210）、ステム（220）、ピストンロッド（230）、シールキャップ
（240）、ピストン（250）、ピストンエアバルブ（260）、ハウジングエアバルブ（270）
、バルブ支持体（280）、仕上げキャップ（290）を含む。
【００２５】
　前記ハウジング（210）は、パウダー（P）、及び、空気が移動する通路を形成するもの
として、本発明において、前記ハウジング（210）は、中央部に位置してパウダー（P）が
移動する通路を形成する内部ハウジング（211）と、前記内部ハウジング（211）を包んで
形成され、外部空気を貯蔵する外部ハウジング（212）で区画するように構成されること
が特徴である。
【００２６】
　前記外部ハウジング（212）に流入する空気は、内部ボタン（300）、及び、外部ボタン
（400）の加圧によりピストン（250）が下降する場合に、内部ハウジング（211）に移動
する。このために、前記外部ハウジング（212）の下面には前記内部ハウジング（211）に
空気が移動することができるように少なくとも一つ以上の空気移動ホール（212a）が形成
される。
【００２７】
　前記ステム（220）は、内部ボタン（300）の下部に結合し、内部ボタン（300）の上下
移動によって一緒に動き、ピストンロッド（230）、及び、ピストン（250）を昇降させる
ことによって、パウダーポンプ（200）のポンピング動作を誘導するものとして、ピスト
ンロッド（230）を介して上部に移動するパウダー（P）が、内部ボタン（300）の吐出ホ
ール（310）に移動することができる。
【００２８】
　前記ステム（220）の内側には、内部ボタン（300）、及び、外部ボタン（400）を用い
た反復的なポンピング動作のために、ステム（220）が上方向に移動するように弾性力を
提供するスプリング（S）が設置される。
【００２９】
　前記ピストンロッド（230）は、前記ステム（220）の内側に結合して、ステム（220）
の昇降によって一緒に移動するものとして、下部外周面には、内部ハウジング（211）に
流入したパウダーを、内部ボタン（300）の吐出ホール（310）に移動することができるよ
うにパウダー移動ホール（231）が形成される。
【００３０】
　前記シールキャップ（240）は、前記ピストンロッド（230）の下部外周面を包んで結合
し、前記ピストンロッド（230）の昇降によって、前記内部ハウジング（211）の内壁に密
着した状態で一緒に移動するものとして、内部ハウジング（211）の内壁に沿ってパウダ
ー（P）が移動することを遮断して、パウダー移動ホール（231）を介してのみ移動するこ
とができるようにし、内部ボタン（300）、及び、外部ボタン（400）の加圧によりピスト
ンロッド（230）が下降する時には、前記パウダー移動ホール（231）を開栓して内部ハウ
ジング（211）に流入したパウダー（P）が吐出ホール（310）方向に移動することをでき
るようにし、内部ボタン（300）、及び、外部ボタン（400）の加圧を解除してピストンロ
ッド（230）が上昇する時には、前記パウダー移動ホール（231）を閉栓して容器本体（10
0）に貯蔵したパウダーを、内部ハウジング（211）に流入することができる。
【００３１】
　前記ピストン（250）は、前記ステム（220）の下部に結合し、ステム（220）の昇降移
動によって、前記外部ハウジング（212）の内壁に沿って昇降する。本発明において、前
記ピストン（250）は、外部ハウジング（212）の内壁に密着した状態で昇降移動し、外部
ハウジング（212）の内部圧力を変化させて、外部ハウジング（212）に流入した空気を内
部ハウジング（211）に移動させることが特徴である。
【００３２】
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　前記ピストン（250）には、外部空気を外部ハウジング（212）に流入することができる
ように少なくとも一つ以上の空気流入ホール（251）が形成される。
【００３３】
　前記ピストンエアバルブ（260）は、前記外部ハウジング（212）の内部に流入する空気
の移動を断続するように、空気流入ホール（251）を開閉するものとして、ピストン（250
）に結合する結合管（261）と、ピストン（250）の昇降によって前記空気流入ホール（25
1）を開閉する第1開閉板（262）で構成され、前記第1開閉板（262）は、ピストン（250）
が下降する時には、空気流入ホール（251）を閉栓して、外部空気が外部ハウジング（212
）に流入することを遮断し、ピストン（250）が上昇する時には、空気流入ホール（251）
を開栓して、外部空気が外部ハウジング（212）に流入することができる。
【００３４】
　前記ハウジングエアバルブ（270）は、前記外部ハウジング（212）に流入した空気が内
部ハウジング（211）に移動することを断続するように、空気移動ホール（212a）を開閉
するものとして、バルブ支持体（280）のバルブ停止溝（281）に停止する停止突起（271
）と、前記外部ハウジング（212）内部の圧力変化によって、前記空気移動ホール（212a
）を開閉する第2開閉板（272）と、前記内部ハウジング（211）の外周面に密着し形成さ
れ、内部ハウジング（211）に空気が移動することを遮断するシーリング管（273）で構成
される。
【００３５】
　前記第2開閉板（272）は、ピストン（250）が下降する時には、空気移動ホール（212a
）を開栓して、外部ハウジング（212）に流入した空気が内部ハウジング（211）に移動す
ることをできるようにし、ピストン（250）が上昇する時には、空気移動ホール（212a）
を閉栓して、外部ハウジング（212）に流入した空気が内部ハウジング（211）に移動する
ことを遮断する。
【００３６】
　一方、前記シーリング管（273）は、空気移動ホール（212a）を介して、空気が移動す
る過程で、圧力によって内部ハウジング（211）の外周面から離間され、空気移動ホール
（212a）と空気移動溝（282）を連通するように構成される。これにより、外部ハウジン
グ（212）に流入した空気が内部ハウジング（211）に移動することができる。
【００３７】
　前記バルブ支持体（280）は、前記ハウジング（210）の下部に結合してハウジングエア
バルブ（270）を支持するものとして、ハウジングエアバルブ（270）の停止突起（271）
が停止するバルブ停止溝（281）が形成される。
【００３８】
　本発明において、前記バルブ支持体（280）は、外部ハウジング（212）内に存在する空
気が、空気移動ホール（212a）を介して内部ハウジング（211）に移動することができる
ように、空気の移動を案内する空気移動溝（282）が形成されることが特徴として、前記
空気移動溝（282）は、図5に示すように、一定間隔に離間された状態で多数個が形成され
ることが好ましい。
【００３９】
　また、前記バルブ支持体（280）の中央部には、容器本体（100）に貯蔵したパウダー（
P）が内部ハウジング（211）に流入することができるようにパウダー流入管（283）を具
備し、パウダー流入管（283）の下部には、容器本体（100）に貯蔵したパウダー（P）を
吸入するパウダー吸入管（284）を結合する。
【００４０】
　前記仕上げキャップ（290）は、前記外部ハウジング（212）の上部を包んで結合するも
のとして、スプリング（S）の弾性力によってステム（220）が上昇する過程でピストン（
250）の上昇を制限するように構成される。
【００４１】
　前記内部ボタン（300）は、前記パウダーポンプ（200）の上部に結合し、ユーザーの操
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作による圧力をパウダーポンプ（200）に伝達してポンピング動作を誘導するものとして
、一方向にパウダー（P）を吐出することができるように吐出ホール（310）が形成され、
内側にはステム（220）の上部に結合してパウダーが移動する通路を形成する連通管（320
）を具備する。
【００４２】
　一方、前記内部ボタン（300）の外側には、内部ボタン（300）を包んで回転可能に結合
して、施錠機能を提供する外部ボタン（400）を具備することが特徴として、前記外部ボ
タン（400）には、内部ボタン（300）の吐出ホール（310）と連通される吐出口（410）を
具備し、前記外部ボタン（400）を一方向に回転させる時には吐出口（410）が、内部ボタ
ン（300）の吐出ホール（310）と連通されてパウダー（P）の吐出ができるし、外部ボタ
ン（400）を他方向に回転する時には吐出口（410）が、内部ボタン（300）の吐出ホール
（310）とずれてパウダー（P）の吐出を遮断するように構成される。
【００４３】
　また、前記外部ボタン（400）の上段には、ユーザーがパウダー（P）の吐出可能状態の
可否を肉眼で確認することができるように開閉方向を文字などで表示することが好ましい
。
【００４４】
　以下では、図7～10を参照して、本発明の好ましい実施例に係るパウダー吐出容器の作
動状態を説明する。
【００４５】
　まず、図7及び8を参照すると、容器本体（100）に貯蔵したパウダー（P）を内部ハウジ
ング（211）に流入した状態で、外部ボタン（400）を加圧すれば、外部ボタン（400）の
内側に結合した内部ボタン（300）が一緒に下方向に移動し、内部ボタン（300）に結合し
たステム（220）が下降することによって、ステム（220）に結合したピストン（250）が
下降する。これにより、外部ハウジング（212）内部の圧力変化によって、外部ハウジン
グ（212）に貯蔵した空気が内部ハウジング（211）に移動する。
【００４６】
　前記のようにピストン（250）が下降すると、外部ハウジング（212）の内部に発生する
圧力によって、第2開閉板（272）が、空気移動ホール（212a）を開栓し、前記シーリング
管（273）は、内部ハウジング（211）の外周面から離間されることによって、空気移動ホ
ール（212a）と空気移動溝（282）の連通が行われる。これにより、外部ハウジング（212
）に流入した空気が内部ハウジング（211）に移動することができる。
【００４７】
　次に、内部ハウジング（211）に空気が移動すると、図9に示すように、内部ハウジング
（211）に移動する空気圧力によって、内部ハウジング（211）に流入したパウダー（P）
がパウダー移動ホール（231）を介して、ピストンロッド（230）の内部に移動し、連通管
（320）を経た後、内部ボタン（300）の吐出ホール（310）、及び、外部ボタン（400）の
吐出口（410）を介して外部に吐出が行われる。
【００４８】
　一方、図10に示すように、外部ボタン（400）の加圧を解除すると、スプリング（S）の
弾性力によってステム（220）が上昇することによって、ステム（220）の上部に結合した
内部ボタン（300）、及び、外部ボタン（400）が上昇するとともに、ピストンロッド（23
0）、及び、ピストン（250）が一緒に上昇し、ピストンロッド（230）が上昇する時に、
シールキャップ（240）により、ピストンロッド（230）のパウダー移動ホール（231）が
閉栓された状態で上昇することによって、内部ハウジング（211）内部の圧力変化によっ
て、容器本体（100）に貯蔵したパウダー（P）がパウダー吸入管（284）を経て、パウダ
ー流入管（283）を介して内部ハウジング（211）に流入し、ピストン（250）が上昇する
時に、外部ハウジング（212）内部の圧力変化により、ピストンエアバルブ（260）の第1
開閉板（262）が、空気流入ホール（251）を開栓して外部空気が空気流入ホール（251）
を介して外部ハウジング（212）内部に流入が行われる。
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【００４９】
　本発明は、前述したように、内部ボタン（300）、及び、外部ボタン（400）を加圧する
時に、外部ハウジング（212）の内壁に密着し形成されたピストン（250）が下降すること
によって、外部ハウジング（212）内に位置する空気が内部ハウジング（211）に移動し、
内部ハウジング（211）に流入するパウダー（P）を吐出するように構成されることにより
、容器本体（100）に貯蔵するパウダー（P）の量と無関係に、常に一定にパウダー（P）
を吐出することができるのが特徴である。
【００５０】
　図面と明細書で最適の実施例を開示した。ここで特定の用語を用いたが、これは単に本
発明を説明するための目的で用いたものであり、意味の限定や特許請求の範囲に記載され
た本発明の範囲を制限するために用いたものではない。従って、当該技術分野の通常の知
識を有する者であれば、多様な変形および均等な他の実施例が可能であることを理解すべ
きである。また、本発明の真の技術的保護範囲は、添付された特許請求の範囲の技術的思
想によって定められる。

【図１】 【図２】



(10) JP 6919071 B2 2021.8.11

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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